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日頃の学習成果を活用し、こどもたちに地域食材の魅力を発信することで
気仙沼の魚食文化について深く学び、考えることができた。 

 

令和４年度に気仙沼市立本吉共同調理場と本校が共同で「学校給食海の幸

開発プロジェクト」を立ち上げる。気仙沼で多く水揚げされるモウカザメを用いた

新しいメニューの開発に取り組んだ。 

令和 3年度から 4年度にわたり、地域の 8校へ計 12回献立が提供された。 

気仙沼の地域食材の魅力を発信 
 

○●産業経済科●○ 
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①栄養士と相談          ②調理体験       ③向洋高校での試作 

④考案メニューの試食       ⑤給食として提供 

宮城県気仙沼向洋高等学校 
－私たちの志と地域貢献－ 

は
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す

 

○●機械技術科●○  モノづくりの楽しさをこどもたちへ 

「地域のこどもたちにものづくりの楽しさを伝えたい」 
 地域のイベントでロボット工作教室を開催。生徒達が
先生になり、こどもたちとロボットを製作した。真剣な表
情でロボット製作に取り組み、結果に一喜一憂する様
子から、ものづくりの楽しさや完成時の達成感を感じて
もらうことができた。 

ものづくりが人と人との交流にも繋がり、与えられた自身の役割を果たすことに
よって自己有用感を高めることができた。 
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～情報電子類型～ 

 令和 4年度から海洋総合実習船「宮城丸」

が新しくなり 7代目となった。 

～海洋類型～ 

 水産・海運業を担う人材育成 

 

 

○●情報海洋科●○ 

座学と実習の繋がりを意識して学習している。

電気・通信分野の資格取得にも挑戦。 
  

○●防災教育●○ 

 
 令和２年度より、本校旧校舎「東日本大震災遺構・伝承
館」にて、本校生徒が語り部（館内ガイド）活動を行って
いる。一般の方だけでなく、修学旅行や防災研修などで
訪れる同年代の高校生を相手にすることもあり、全国の
高校生に防災の大切さを伝えている。 

震災を過去にせず、現代へ語り継ぐ 
 

参加生徒達は、語り部活動に誇りを持ち、震災を語り継ぐ若者の一人として責
任感をもって活動に取り組んでいる。 

１年次の４月下旬に類型選択実施。 

海洋類型、情報電子類型のいずれかを選択。 


